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ご入園おめでとうございます。 

たんぽぽ保育園は、昭和 52年 5月にたんぽぽ保育室を開設し、平成 16年度に認可保育園となりました。平成

23 年度に 120 名定員の園となりましたが、基本は忘れず、「働く人の立場、また子ども達の立場から、日々大変

なことを少しでもお手伝いできること」をモットーに頑張っていきたいと考えております。 

保育目標でもある、「心と知恵と体の調和のとれた豊かな子に」をもとに、人としての基盤を作る大事なこの時

期を、保育士一同、保護者様とともに関わっていきたいと思います。子どもたちの伸びていく力、主体的に関わっ

ていく力を大切にし、様々な行事や日々の関わりの中で、ともに笑い、ともに泣き、ともに喜びあいながら、子ども

も大人も、みんなで成長しあいながら充実した園生活にしていければ幸いです。その中で、様々なことで保護者様

にお願いをすることがあるかと思いますが、ご理解、ご協力の程どうぞよろしくお願い致します。 

た ん ぽ ぽ

た ん ぽ ぽ 保 育 園 

 園 長   大 野 伸 治 
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【 保育内容 】  

  

０歳児の保育 ～愛着が育まれる場所～ 

社会と初めて関わる０歳児の保育では、なにより愛着の形成を大事にしています。保育者との営みの中

で、生命の保持と情緒の安定を図り、土台としての愛着関係を築くことが、豊かな人間形成を育みます。 

「人生の始まりこそ力強く：starting strong」ありたいと考えます。 

＜主なねらい＞ 

É 一人一人の子どもの育ちを大切にし、生理的欲求を満たし、生命の保持と生活の安定を図る。 

É 保育士との信頼関係の中で、食事、排泄などの生活を通した愛着の形成を図る。 

 

１歳児の保育 ～探検に出かけよう！～ 

好奇心旺盛な１歳児。行動範囲も広がり、様々なことに興味関心を示します。見たこと、聞いたことを自分

なりのやり方で表現し、葛藤を重ねながら成長していきます。好奇心は学びの原動力。子どもの自発的な活

動に寄り添える環境を大切にした保育を行います。 

＜主なねらい＞ 

É 色々な種類の食べ物や料理に触れたり味わいながら、一緒に食べる楽しさを味わう。 

É 身近な環境や自然など見たり、触れたり、聞いたりして興味や関心を広げる。 

É 興味のあることや経験したことなどを保育士とともに自由に表現する。 

 

２歳児の保育 ～生活・遊びの土台作り～ 

 自分の身の回りのことができるようになる２歳児。生活する上での基盤が形成されていきます。「自分で」

の気持ちに寄り添い、きめ細かな配慮をしていきます。友達とごっこ遊びを通して人間関係の土台の形成

が促されるよう、時に見守り、時に仲立ちをしながら援助していける保育を行います。 

＜主なねらい＞ 

É 自分でできる喜び、満足感を味わいながら、身の回りのことを自分でしようとする。 

É ごっこ遊びや簡単なルールのある遊びを通して、お友達と遊ぶ楽しさを味わう。 

É 感じたこと、思ったことを、描いたり、身体を動かしたりして自由に表現しようとする。 

 

３歳児の保育 ～ひらめきと発見～ 

 生活リズムが確立し、少し先のことに見通しを持ちながら周りに目を向けるようになる３歳児。遊びや生

活の中にある様々な発見とひらめきから、自分なりの試行錯誤を繰り返し、意欲的に活動します。一人ひと

りの萌芽を大切にし、共に喜び合える保育を行います。 

＜主なねらい＞ 

É 身近な自然に進んで関わり、面白さや不思議さ、美しさに気づく。 

É 身近な環境に興味を持ち、その特性に気づきながら自分から関わる。 

É 絵本や童話、視聴覚教材などを見たり、聞いたりして、イメージを広げ言葉を豊かにする。 

É 保育士との信頼関係の下で友達とのつながりを広げ、集団で活動することを楽しむ。 
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＊＊保育園について＊＊ 

 

 

 



 

４歳児の保育 ～心の育ちを大切に～ 

相手の思いに気づき、友達同士の関わりが増えてくる４歳児。人と人との関わりの様々な場面で、言葉や

全身によるコミュニケーションをとりながら、日々葛藤を繰り返し成長していきます。心の育ちが豊かな人

間関係を形成していく足場となります。言葉だけではないノンバーバルなコミュニケーションも大切にし、

一人ひとりの気持ちに寄り添っていく保育を行います。 

＜主なねらい＞ 

É 友達と関わりを深め、相手を思いやる心を育てる 

É 複雑な運動や集団遊びを通して体を動かすことを楽しむ 

É 様々な機会や場で活発に話したり、人の話に耳を傾ける 

 

５歳児の保育 ～やってみたい、やってみよう～ 

思いやりの心、創造的な思考を用いて生活ができる５歳児。運動面でも複雑な動きができるようになり、

できる喜びとできなかった悔しさを経験しながら、何事に対しても主体的に生活しようとする態度を身に

付けていきます。保育者や保護者と共に喜び、共感を重ねながら自己肯定感を育む保育を行います。 

＜主なねらい＞ 

É 健康、安全な生活に必要な基本的な習慣や態度を身に付け、その意味を理解しながら行動する 

É 感じたこと、思ったこと、想像したことを様々な方法で創造しながら自分なりに表現する 

É 進んで身の回りの人と関わり、伝え合う楽しさや喜びを味わいながら心を豊かにする 

 

【 特色のある保育 】 

É 夕方の時間の夕方遊び 

保育園での子どもの生活は午前中だけで終わるのではなく、午後の時間も遊びや生活の中心です。

子どもの育ちは一日を通した、らせん状の繋がりで営まれています。夕方の時間の夕方遊びは、子ど

もだけではなく、保育者の成長に繋がる時間帯でもあります。夕方の時間を大切にし、夕方の遊びを

充実することが保育の質向上に繋がります。 

É ドキュメンテーション 

子どもたちの日々の保育の営みにおいて、一人ひとりが何を学び、どのような育ちが見られるのか

を捉えることは、就学前教育の場として必要な事であり、それこそが保育の専門性ともいえます。子

どもたち一人ひとりの育ち、特に子どもの内面でもある心の在り様を把握し、理解することは保育者

にとっても喜びとやりがいを感じる瞬間です。そんな子どもの成長をドキュメンテーション（写真によ

る記録）により可視化する取り組みをしています。子育ての喜び、楽しさをみんなで共有し、共に育ち

あうことのできる場を目指しています。 

É クライミングチャレンジ（年２回） 

園内のホールにあるクライミングウオール。年 2回、夕方の時間に 1か月に渡り行われる自由参加の

保育展開です。運動面の発達を担う側面もありますが、何より大切なのは「やってみたい！」の気持ち

を育むことです。できる喜び、できない悔しさを経験する事が心の育ちを支えます。卒園した小学生

も一緒に参加することで、年齢を超えた交流の場となっています。 

＊＊保育園について＊＊ 
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＊＊保育園について＊＊ 

 

 

 
【 主な行事 】 
大きな行事等は子どもにとって「ハレ」の場であり、様々な育ちが促される場でもあります。何より大切

なことは、「やらせる」のではなく、「共に取り組む」ことです。「ハレ」の舞台を生き生きと楽しめるように心

掛けています。 

É 入園式 

É 夕涼み会 

É プール活動 

É お泊り保育 

É 観劇会 

É 運動会 

É 遠足 

É 餅つき／鏡開き 

É 発表会 

É 卒園式 

 

【 食育計画 】 
食の持つ力、楽しさを伝える様々な食に関わるプログラムを経験していく過程を通して、食への興味・関

心を促していきます。 

É 食育目標：毎日一緒に、楽しく食べる子に 

進んで食べたい子…子ども自身が毎日十分に遊び、充実した生活リズムの中で空腹感や食欲を感じ、 

進んで食事を取れる子になってほしいと願います。 

一緒に食べたい子…子ども自身が一人で食べるのではなく、人とかかわり、一緒に食べる楽しさや愛

情、信頼感を味わいながら一緒に食べたいと思う子になってほしいと願います。 

楽しく食べたい子…子ども自身が収穫や食事作りなどの体験を通して食べ物に興味・関心を持ち、食 

を楽しめる子になってほしいと願います。 

É ガイドラインに基づいたアレルギー食の実施 

 

【 食育活動 】 
 一年間を通した食に関わる取り組みを行っています。近隣の畑に出向くなど、実体験を通した活動を取り

入れることで意欲的に食に関わる態度を育みます。 

<主な取り組み> 

É 五平餅作り 

É いわしの手開き 

É 近隣畑での食育体験（お芋掘り等） 
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＊＊保育園について＊＊ 

 

 

 

【 家庭との連携 】 
子どもを中心とした保育において、保護者と保育所との連携は欠かせません。保育者は保育の専門家と

して、子どもだけではなく保護者の想いに寄り添いながら、子どもの未来を共に創生していくことが求めら

れます。子どもの育ちにとってより良い環境を、保護者と共に模索していきます。 

<主な取り組み> 

É 専門性を生かした子育て相談 

É 保育士体験の実施 

 

【 地域との連携 】 
 保育所は地域において重要な子育て拠点です。地域で育っていく子どもたちが愛着を持って生活してい

くことは、地域においての持続可能な社会の構築に繋がります。子どもを中心として、様々な人との関わり

が子どもの心の育ちを促します。 

<主な取り組み> 

É 夕涼み会による地域交流 

É 公開保育の実施 

É 中学生による社会体験 

É 近隣自治体との災害体制協定 

 

【 小学校との連携 】 
子どもの就学前の学びや育ちを充実したものとしていくためには、小学校以上の機関と手を取り合って

子どもの育ちを継続して見守ることが必要と考えます。子どもたちが主体的・対話的な深い学びの姿勢を

獲得していくために、一人ひとりの育ちを共有し支えていける体制づくりを行います。 

<主な取り組み> 

É 幼保小連絡協議会 

É 近隣の小学校見学会 

É 児童要録の作成、送付 

 

【 ＩＣＴの活用 】 
 保育の基本は人であり、人との関わりが心豊かな人格形成を促します。その営みにおいて、子どもたちが

安心安全な保育園生活を送れるためのツールとして、ICT の活用をしています。子ども、保育者、保護者を

つなぐコミュニケーションツールとして活用し、保育を可視化することが子どもを中心とした対話の場の創

出に繋がります。 

<主な取り組み> 

É 保育総合 ICTルクミー・午睡センサー・キッズミール(献立展示) 

É デジタルサイネージ導入 
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【 健康計画 】 
養護と教育が一体化となった保育所保育において、子どもの健康に関わる配慮を行うことは保育の土台

でもあります。年間を通して子どもの健康状態に配慮していきます。 

<主な取り組み> 

É 健康診断（年２回） 

É 歯科検診 

É ガイドラインに基づいた感染症予防対応の実施 

 

【 安全管理 】 
子どもが毎日を元気に楽しく過ごすためには、安全に過ごすことができる環境と、子ども自らが安全に

過ごそうとする意欲的な態度を養うことが大切であると考えます。避難訓練等を通し、自ら安全に行動でき

る態度を促し、怪我や事故等の状況を把握することで、子どもが安全に過ごすことのできる体制を整えま

す。 

<主な取り組み> 

É 避難訓練（毎月）・不審者訓練の実施 

É SHELLモデルに基づく危機管理体制（IAレポート、振り返り（年２回）、危機管理マニュアルの作成） 

É 施設内外の自主点検 

É 消防署見学・消火訓練・消防設備点検（年２回） 

 

【 衛生管理 】 
乳幼児期は感染症に対しての免疫力が低く、発熱等による体調不良を引き起こすことも少なくありませ

ん。感染症に負けない健康な身体作りを行うことと並行して、施設内の温度、湿度を適切に保ち、衛生面に

配慮することで子どもの生命の保持、健康な心と体の増進を図ることに繋がります。 

<主な取り組み> 

É 感染症予防のための定期清掃・除菌 

É 職員健診・検便の実施 

É 次亜塩素酸水噴霧による空間除菌・消毒（夜間）・マイナスイオン帯電水の使用 

 

【 研修計画・質向上の取り組み 】 
 園内外の研修を通して、保育の質向上に取り組みます。ふじみ野市全域で子どもの育ちを支えていくこと

を大切にし、独自の研修会を通して保育者の専門性の向上を図ります。 

<主な取り組み> 

É 全体研修会（年 2回） 

É 年間を通したテーマ別研修会の実施 

É 新入職員研修制度 

É キャリアアップ等園外研修 

É ふじみ野市私立保育園連盟による研修会 
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わたげ組（０歳児） 

準備物一覧 ※すべての持ち物にフルネームで記名して下さい 

 

①  毎 日 準 備 す る 物 

 

               通園リュック（高さ約 45㎝、横幅約 30～35㎝、奥行き約 20㎝）の大きさ 

                  着替え一式３セット（洋服上下‥伸縮性のあるもので飾りのないシンプルなもの 

                              半袖肌着） 

                  ガーゼハンカチ ３枚 

                  口 拭 き タ オ ル ３枚 

                  食事用 エプロン １枚 

                  手 拭 き タ オ ル １枚(約８０㎝×３４㎝のタオルにループ付ける) 

                  手下げ付きポリ袋  ３～５枚 

                  く つ し た １足 

※ガーゼはミルクを飲む時期のみ使用します。 

口拭きタオル、食事用エプロンは離乳食を開始していない時は不要です。 

スタイ（よだれかけ）は必要な子のみ用意。いずれも担任に確認をしてください。 

 

② 週初めに準備し、週末に持ち帰るもの 

 

                         シ ー ツ １枚 （名前と番号の記入） 

                         タオルケット(夏季) １枚 （名前と番号の記入） 

                         ベ ス ト １着  

                         園 庭 靴 １足 

                         帽 子 １枚 

※ベスト・園庭靴・帽子は保護者様にクラス指定の保管場所に置いて頂きます。 

  園庭靴は、伝え歩き又は歩行ができるようになったら担任に確認し用意して頂きます。 

 

③ 保育園に置いておくもの（必要に応じて持ち帰り） 

 

   哺乳びん １本 

   紙オムツ（紙パンツ） １袋 

   おしり拭き １個 

   毛布（冬季） １枚 

   コップ １個 

 

 

④ 沐浴・水遊び（夏季）で使用するもの 

※沐浴・水遊びについての詳細は、５月末から６月中旬ころにお知らせをいたします。 

 

なまえ 

着替え・タオル等は小分け袋に入れず、

そのままリュックに入れて下さい。 

なまえ 番号 なまえ 番号 

なまえ 番号 

10 

 



 

なまえ 

＊＊入園にあたって＊＊ 

 

 

 

 

かぜ組（１歳児）  つち組（２歳児） 

準備物一覧 ※すべての持ち物にフルネームで記名して下さい 

 

① 毎 日 準 備 す る 物 

 

               通園リュック（高さ約 45㎝、横幅約 30～35㎝、奥行き約 20㎝）の大きさ 

                  着替え一式３セット（洋服上下‥伸縮性のあるもので飾りのないシンプルなもの 

                              半袖肌着） 

                  布 パ ン ツ 3～５枚 

                  口 拭 き タ オ ル ３枚 

                  食事用 エプロン １枚 

                  手 拭 き タ オ ル １枚(約８０㎝×３４㎝のタオルにループ付ける) 

                  手下げ付きポリ袋  ３～５枚 

                  く つ し た １足 

 

※布パンツはトイレトレーニングをはじめたら準備します。 

担任に確認をしてください。 

 

② 週初めに準備し、週末に持ち帰るもの 

 

                         シ ー ツ １枚 （名前と番号の記入） 

                         タオルケット(夏季) １枚 （名前と番号の記入） 

                         園 庭 靴 １足 

                         帽 子 １枚 

※ベスト・園庭靴・帽子は保護者様にクラス指定の保管場所に置いて頂きます。 

                              

③ 保育園に置いておくもの（必要に応じて持ち帰り） 

 

   紙オムツ（紙パンツ） １袋 

   おしり拭き １個 

   毛布（冬季） １枚 

   コップ １個 

 

④ 水遊び・プール（夏季）で使用するもの 

※水遊び、プールについての詳細は、５月末から６月中旬ころにお知らせをいたします。 

準備物の注意事項があるため、お知らせを受けてから準備して下さい。 

〖参考〗 かぜ組（１歳児）‥水遊び   フェイスタオル 

つち組（２歳児）‥プール   布パンツ、フェイスタオル、水泳帽（メッシュタイプ） 

 

なまえ 

着替え・タオル等は小分け袋に入れず、

そのままリュックに入れて下さい。 

なまえ 番号 なまえ 番号 

なまえ 番号 

１0 １1 



 

＊＊入園にあたって＊＊ 

 

 

 

 

たいよう組（３歳児）  こころ組（４歳児）  そら組（５歳児） 

準備物一覧 ※すべての持ち物にフルネームで記名して下さい 

 

① 毎 日 準 備 す る 物 

 

               通園リュック（高さ約 45㎝、横幅約 30～35㎝、奥行き約 20㎝）の大きさ 

                  着替え一式３セット（洋服上下‥伸縮性のあるもので飾りのないシンプルなもの 

                  半 袖 肌 着 ３枚 

                  布 パ ン ツ 3～５枚 

                  運 動 用 ズボン １枚 

                  口 拭 き タ オ ル ２枚 

                  手 拭 き タ オ ル １枚(約８０㎝×３４㎝のタオルにループ付ける) 

                  手下げ付きポリ袋  ３～５枚 

                  く つ し た １足 

 

 

② 週初めに準備し、週末に持ち帰るもの 

 

                         シ ー ツ １枚 （名前と番号の記入） 

                         タオルケット(夏季) １枚 （名前と番号の記入） 

                         ベ ス ト １着 

                         園 庭 靴 １足 

                         帽 子 １枚 

※ベスト・園庭靴・帽子は保護者様にクラス指定の保管場所に置いて頂きます。 

                    

 

② 保育園に置いておくもの（必要に応じて持ち帰り） 

 

   毛布（冬季） １枚 

   コップ １個 

 

 

 

③ 水遊び・プール（夏季）で使用するもの 

※水遊び、プールについての詳細は、５月末から６月中旬ころにお知らせをいたします。 

準備物の注意事項があるため、お知らせを受けてから準備して下さい。 

【参考】    水着・ラップタオル・水泳帽（メッシュタイプ） 

×ビキニタイプやボタンや金具の付いている水着 

×洋服と同様で遊具に引っ掛かりやすい水着 

 

なまえ 

着替え・タオル等は小分け袋に入れず、

そのままリュックに入れて下さい。 

なまえ 番号 なまえ 番号 

なまえ 番号 
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＊＊入園にあたって＊＊ 

 

 

 

10cm 

準備物の注意事項  ×の印は、保育園で使用できないもの 

①毎日準備するもの 

洋服（上） 

Tシャツ又は 

トレーナー 

 

 

季節の変わり目は半袖シャツ、長袖

シャツを両方入れて下さい 

×ヒモ等の装飾品やチュール付き

のもの、フード付き…遊具等に

引っかかる為 

×ボタン付きシャツ、スパンコー

ル等の装飾…取れてしまった時

に誤飲の可能性があるため 

洋服（下）  

ズボン 

伸縮性のある生地でウエストはゴ

ム、ひざが隠れるくらいの丈のも

のが良い 

×スカート・キュロットスカート・タイツ 

×飾りボタン・紐…遊具等に引っ

かかる為 

×スパンコール等の装飾…取れて

しまった時に誤飲の可能性があ

るため 

肌着 

 

 

１年通して半袖肌着を使用 

※冷房で肩を冷やさない、汗の吸収 

布パンツ 

 

トイレトレーニング時に用意 

×トレーニングパンツ…おもらし

実感しにくいため 

運動用ズボン 

 

 

 

・たいよう・こころ・そら組が運動用

に伸縮性のあるズボンを用意 

・毎日使用はしませんが、毎日リュ

ックに入れておいて下さい 

ｶﾞｰｾﾞﾊﾝｶﾁ 

 

 

 

主に授乳時に使用 

口拭きタオル 

 

 

 

・約３０cm×30cmくらいの大きさ

のもの 

※タオルの大きさが小さいと汚れ

が拭きとりにくいです 

手拭きタオル       ・約８０ｃｍ×３４ｃｍのタオルに 

ヒモを付けヒモのの近くに名前

をつける（ヒモの形状は丸ひも

で輪の長さが１０cmの長さ） 

×ヒモがリボン（サテン生地） 

エプロン 

 

 

 

・わたげ・かぜ・つち組給食時に使用 

・水分が浸透しないもので首元を 

マジックテープでとめるもの 

×首元がボタン、ヒモのタイプ 

×固い材質（シリコン） 

×袖ありや腕を通すタイプ 

手下げ付きポリ袋 

汚れ物入れ 

 

 

・サイズは横 30㎝×縦 53cm くらい 

・おもらし等で汚れた衣服を入れた汚

れ物入れ（ビニール袋）には、目印と

してマジックで印をつけますので衛

生面を考慮して再利用不可 

・エコバックを汚れ物入れとして使用し

たい場合はご相談ください 

くつ下 

 

 

 

・登園時に履いてきた靴下をリュ

ックに入れておいてください 

・足を怪我した時など必要に応じ

て使用 

・たいよう・こころ・そら組は、本

人が希望すれば靴着用時に使

用 

・マスクと同様で靴下の管理は子

どもが行います 

通園リュック 

 

 

 

 

 

 

 

・チャックで子どもが開け閉めでき

るもの、仕様によりチャックが開け

にくいものがあります 

・お守りを付ける場合は、内側に隠

れるようにつけてください 

・リュックの外側に記名、又は名前を

縫付けて下さい(背もたれ側でも

大丈夫です) 

×キーホルダー等の飾り 

×おもちゃを入れてくる 

×お菓子等入れてくる 

なまえ なまえ 

なまえ 
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＊＊入園にあたって＊＊ 

 

 

 

 

準備物の注意事項  ×の印は、保育園で使用できないもの 

②週初めに準備し、週末に持ち帰るもの 

シーツ  

 

 

 

 

 

 

 

 

・サイズ ８５ｃｍ×１３５ｃｍ 汗を吸収する布地 

・布団を入れるシーツの片側（長辺）は、全開で、３ヶ所をスナップボタンで留める

仕様にして下さい 

・替え用のシーツ１枚を含め、必ず２枚用意して下さい 

・4，5 歳児は自分でシーツかけをする為、シーツのサイズが小さいとやりにくい

ので、上記のサイズでご用意下さい 

・敷布団は保育園で用意しますので、シーツだけをご用意いただき、名前の横に、

布団管理番号の記入をお願いします 

×シャカシャカ音が出る布地（音で起きてしまう） 

ベスト(中綿) 

上着 

 

 

 

 

 

・日中着る上着はベスト型（フード無し）で、ファスナー、またはスナップボタン仕様 

・ナイロンのようなつるっとした素材が良い 

・週末ベストを持ち帰ること、週明けにベストをクラス指定の保管場所に置いて頂

くのは、保護者様管理となります 

・わたげ組（０歳児）は、入園時はベスト型でなくても大丈夫です 

・秋以降には用意して頂きます 

×羊の毛のようなもこもこした素材（砂やほこりが入りやすい） 

×ボタン、スパンコール等の装飾（取れてしまった時に誤飲してしまう為） 

園庭靴 

登園靴 

 

 

 

 

 

 

・足にぴったりあったものでマジックテープ仕様のもの 

園庭靴‥週末には持ち帰り、サイズ確認や靴を洗ってください 

靴の管理は保護者様管理となります 

靴の出し入れを子どもに任せることのないようにして下さい 

登園靴‥園庭靴を忘れた時や靴が濡れた時、災害時の避難の時に登園靴を使

用する場合があるのでマジックテープ仕様の運動靴をはいてきてくだ

さい 

雨、降雪の日以外は長靴の使用は避けてください 

登園靴の中に脱いだ靴下は入れず、リュックに入れてください 

×大きさがあっていないもの 

×光る（電池入りの）靴・サンダル・ブーツ・ひも靴・リボン等大きい飾り付 

帽子 

 

 

 

 

・クラスのカラー帽子を入園時に園で購入 

・卒園するまで帽子の色は変わらない為、クラス名は書かず、氏名のみ、ひらがな

でフルネームを記入 

・週末には持ち帰り、帽子を洗い、ゴムが伸びていたら付け替えてください 

・帽子の管理は保護者様管理となります 

 

２歳児以上になると、リュックから物の出し入れを自分で行います。その際にお友達のものを誤

って入れてしまうこともあると思いますが、ご了承下さい。 

 

 

なまえ 番号 
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＊＊入園にあたって＊＊ 

 

 

 

 

準備物の注意事項  ×の印は、保育園で使用できないもの 

③保育園に置いておくもの（必要に応じて持ち帰り） 

哺乳びん  

 

 

・月齢によって不要な場合も

あります 

・担任にご相談ください 

・哺乳瓶、キャップにも記名 

×ビン（割れやすいため） 

紙オムツ（紙パンツ） 

 

 

・１袋持参して頂き、無くなる

前にお知らせします 

・トイレトレーニング中の方は

ご相談下さい 

おしり拭き 

 

 

 

・わたげ・かぜ・つち組対象 

・表面に記名 

・１個持参して頂き、無くなる 

前にお知らせします 

コップ 

 

 

・深さが６～７ｃｍ 

・１２０℃耐熱表示 

・食器乾燥機に入れ、熱消毒 

するため、大きさや耐熱表示

は必ず確認 

×取っ手が２つ 

×底に滑り止めゴム付き 

毛布（タオルケット） 

 

 

 

 

・サイズ約８５ｃｍ×１３５ｃｍ 替え用と合わせ計２枚 

・全室床暖房完備のため、厚掛け布団は使用しません 

・夏はタオルケットを使用します（タオルケットは毎週持ち帰ります） 

・毛布の毎週持ち帰りは基本ありませんが、汚れた場合はその都度持ち帰ります。 

・名前の横に布団管理番号の記入をお願いします 

×指定のサイズより大きすぎるもの 

 

Õ 持ち物にはすべて名前（フルネーム）を記入してください。 

記名の場所はどこでも構いませんが、分かりやすく記入して下さい。名前の記入のない場合

は、園のほうで、マジックで書かせて頂くこともありますので、ご了承ください。 

Õ 洋服は子どもが着脱しやすいものにし、おなかが出てしまう肌着、ウエストの緩いズボンは使用不可。 

Õ 丈の長いズボンは内側におって裾上げして下さい。 

Õ 乳児は特に肌への刺激を考え、化繊の素材は避けていただき、寝返りが出来るようになったら、つなぎの

服ではなく、上下分かれた服（シャツ・ズボン）に変えていきましょう。 

Õ 送迎時に着用してくる上着は保護者様管理になります。玄関先にあるハンガーに掛けてください。同じ上

着もあるため、必ず名前を記入し、取り違えのないようにお願いします。 

Õ 昼寝に使うシーツ、タオルケット(夏場)は毎週金曜日に持ち帰りますので、洗濯をお願い致します。土曜保

育の方は土曜日に替えのシーツ（夏場はタオルケットも）を必ず持参してください。 

Õ 髪の毛が長い（髪の毛が肩につく程度）お子さんは、食事の時に髪の毛がお皿に入ってしまったり、製作

活動等の妨げになることもありますので、お子さんが一日過ごしやすいよう髪を結わいてきてください。

髪の毛のゴムは、飾りなしのゴム（切れないもの、ゆるんでしまわないもの）でお願いします。 

前髪をとめるパッチンどめ・ピンどめは危険なので保育園にはしてこないで下さい。 

 

 

なまえ 

なまえ 

なまえ 番号 



 

＊＊入園にあたって＊＊ 

 

 

 

 

̀  

 

ルクミー（アプリ）の登録について 

園児の連絡帳や登降園管理は、『ルクミー』というアプリを使って行っています。 

保護者様のスマートフォンにアプリをインストールして頂きます。以下の入力配信等に使用します。 

※ ご案内は別紙参照。 

 

保 護 者 様 入 力   毎日の連絡帳入力、登降園処理、アンケートの入力 

感染症（既往歴・病歴）の入力、市の健診や予防接種の接種日の入力 

β 登降園処理は園の玄関に置いてあるタブレットでも出来ます。 

 

保育園からの配信   おたより・アンケート・連絡帳の配信 

毎月の身体測定の入力、健康診断等の結果入力、予防接種等の記録 

 

 

慣らし保育について 

新入園のお子さんは、たんぽぽ保育園の生活にスムーズに慣れていくよう、はじめのうち保育時間を短縮する

「慣らし保育」を行います。「慣らし保育」の期間は土日を除く７日間をめやすとしますが、発熱等でお休みして

しまうと期間が少し延びることがあります。慣れるのに個人差もありますし、仕事のご都合もあると思います

のでお子さんの様子を見ながら、個々に話し合って、その期間を短縮したり、延長することもあります。 

 

保護者様の仲介について 

保護者様同士で連絡を取りたい時は、お互いに連絡先を交換しておいて下さい。保育園、職員は、仲介はでき

ません。行事等で撮ってあげた写真を渡したい等あると思いますが、保護者様同士のやり取りでお願い致しま

す。子ども達の下駄箱、ロッカー、ウォールポケット等、園のものを利用してのやり取りは個人情報の管理上、

禁止です。ご理解、ご協力をお願い致します。 

 

保育園へのお土産、差し入れ等について 

保護者様、子ども達から保育園へのお土産、差し入れ等は、控えていただきますようお願い致します。 

子ども達に保育園内で、お菓子等のやり取りはしないよう、指導しております。お土産やプレゼントを保育園に

対して又は個人的に担任が受け取ることにより、子ども達の中で「じゃあ、自分も」という気持ちになってしま

います。普段からの感謝の気持ちは、お言葉でいただければ充分ですので、ご理解いただきたいと思います。 

年度末に担任にお礼としてプレゼントを渡すこと、または担任の自宅等に物を贈ることもご遠慮ください。 

 

４月に持参していただくもの 

園生活では、子どもの健康、衛生管理や生活の援助等で以下のものを使用しています。年間の消費量が多量

になりますので、ご寄付をお願いしています。ご協力をお願い致します。 

 ̧ フェイスタオルまたはハンドタオル（無記名で新しいもの）１～２枚   

 ̧ ティッシュ １ケース（５箱入り） 

 ̧ レジ袋(100枚入) 1束…横３０㎝×縦５３㎝くらいの大きさ  
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＊＊入園にあたって＊＊ 

 

 

 

 

ͪ ᶸ  

１ 保育時間 

開園時間 7：00～20：00（月～金） 

7：00～１８：００（土曜日） 

 

 

 

保育標準時間認定（１１時間）、保育短時間認定(８時

間)の園児は、認定された時間を超過した場合、延長

保育料がかかります。 

 

 

２ 休園日 

日曜日・国民の休日・年末年始（12/29～1/3）は休

園日となります。 

 

３ 協力保育について 

お盆の時期や行事等によっては、ご家庭におけ ה

る保育をお願いする場合がありますので、ご協

力をよろしくお願いいたします。 

下記の土曜日実施の行事終了後、午後の保育 ה

はありません。 

☆運動会（１０月）   ☆発表会（２月） 

４ 登園・降園について 

 

登園の時間 

登園は８時５０分までにお願いします。９時００分よりク

ラス活動が始まります。 

７時００分～８時００分の登園は保護者の出勤時間によ

り申し出があった方を受け入れています。 

保護者の仕事が休みの場合は８時００分以降に登園し

て下さい。 

 

気を付けること 

玄関の自動ドアは終日ロックされています。保護者の方

がインターフォンを押し、室内で職員が確認後自動ドア

を開けます。門戸の開閉は大人が行ってください。安全

面を考慮し、お子さんにはやらせないでください。 

食べもの・おもちゃは保育園に持ち込まないようにお願

いします。 

 

欠席・遅刻するとき 

８時３０分までに連絡帳でお知らせください。 

 

β 保護者の方が病気で仕事を休んで自宅にいる場合

においても、保育時間は８時から１５時５０分まで

でお願い致します。病状がひどく、身動きが取れな

い場合はご相談ください。 

β 保護者、園児のきょうだいが感染症を罹患した場

合、家庭内感染の恐れがあるため、お休みしていた

だく場合があります。ご了承下さい。 

 

降園の時間 

降園時間は、決められた時間を守ってください。 

保護者の仕事が平日休みの場合、１５時５０分

までに降園して下さい。用事はそのお迎え時間

に間に合うように済ませてください。 

ただし、土曜保育の場合においては、職員が交

代で勤務をしているため、勤務終了後にお迎え

をお願いします。 

 

気を付けること 

保護者様にお子さんをお渡しした時点で保護

者様の責任となります。 

お子さんが１人で園外に出ることのないように

目を離さないでください。 

お子さんのお迎えをしたら、園内では遊ばず、

速やかに降園をしてください。 

お迎え時間の変更は連絡帳、または電話にて 

お知らせください。 

 

１８時以降の迎えについて 

残業で急遽お迎えが１８時以降になる場合は、

連絡帳でお迎え時間の変更、または電話にて

お知らせください。 

 

 

 

保育標準時間 7：00～１８：００（１１時間） 

保育短時間 8：00～１６：00（８時間） 
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５ お子さんの送迎者について 

 

送迎途中での交通事故・その他の事故を防ぐために送迎は必ず保護者または保護者に代わる責任の持てる方

に限らせていただきます。未成年の方は園児の送迎は出来ません。ご両親以外で送迎する可能性のある方は

顔写真と名前、続柄を記入する『送迎者の写真付名簿』を提出していただきます。 

送迎者の写真付名簿に載っている血縁関係（園児の祖父母・叔父・叔母）の方にお子さんを引渡します。災害時

等においても同様です。そのため、家族構成（養育者）が変更になって、『送迎者の写真付名簿』から除外したい

という時は、必ず遅滞なく保育園へお知らせ下さい。『送迎者の写真付名簿』に載せていない方がお迎えにこ

られる場合は、事前に当園へ電話等でお迎えにこられる方の名前と園児との続柄をお知らせください。その方

には事務所にて身分証明書を提示していただきます。ご連絡がない場合は、お渡し出来ません。 

 

送迎時に気を付けて欲しいこと 

車や自転車からお子さんを降ろした時から保護者様と手をつなぎ、園内にかけての門扉の開閉は必ず保護者

が行ってください。 

正門から裏門にかけての通路で走り回ると他のお子さんとぶつかったりして危ないのでやめましょう。 

保護者様の立ち話はご遠慮いただき、速やかに降園していただきますよう、ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

15：50～16：50（月～金曜日）の時間帯の迎えについて 

上記の時間帯に、子ども達は園庭、２～５歳児クラス、ホールの中から好きな場所で遊んでいます。 

職員は降園した園児をチェックしており人数の把握をしています。お子さんを迎えたら、必ずクラスの部屋に

いる職員（担任でない場合もあり）に「さようなら」と挨拶をしてからお帰り下さい。保護者以外に送迎をお願

いする場合は、その方にもその旨をお伝えください。ご理解、ご協力の程よろしくお願い申し上げます。 

 

６ 車での送迎について 

駐車場が込み合う時間帯は、速やかに降園し、駐車場を譲り合ってください。 

朝は 8：45～9：00、帰りは１５：４０～１６：１０が込み合います 

駐車場が込み合う時間帯はマナーをお守りいただき、近隣住民の方の通行の妨げにならないようにお願いし

ます。駐車場利用にあたり、以下の点を守ってください。 

 ̧ 正面の駐車場が満車で待つ場合は、園庭に沿って３台までです。駐車場待ちをする方は、車中で駐車場が

空くのをお待ちください。駐車場待ちの列が３台目以上になった場合は、裏の駐車場を利用して下さい。 

 ̧ 車内に子どもを残して車を離れないでください。 

園児のきょうだいも車に残すのではなく、一緒に園内に入り、保護者様と一緒にいてください。 

 ̧ 子どもの安全の為、チャイルドシートの着用をお願いします。 

 ̧ 駐車場ではお子さんの手を離さないで下さい。車の出入りや道路に面しているため危険です。 

 

 

正門から玄関までの通路 裏の駐車場から玄関までの通路 裏の駐車場への門 
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【連絡帳入力画面】 

 

７ 家庭との連絡 

毎月、園だより・クラスだより・給食だより・保健だより及び身長・体重の計測結果をルクミーで配信しています。 

その他、保育園からの連絡は、ルクミーでおたより・アンケート等で配信されますので必ずご覧ください。 

配布物は、各クラスの個人のウォールポケットに差し込んでおきますので、保護者様が必ずお持ち帰り下さい。

なお、提出物等の期限は守って下さい。 

 

ルクミー連絡帳                                         

連絡帳は子どもの食事、睡眠などの１日の生活を把握し、ご家庭と連携を

とりながら保育をするために必要なものです。 

ご家庭での様子や気になること、育児の相談など記入してください。 

保育園での様子を記入した連絡帳は 16：00頃に送信予定です。 

 

気をつけること 

必要事項を入力してください。 

*の項目は必須項目です。必ず入力してください。 

入力後は、8：30までに連絡帳を提出してください。９時までに提出がない

場合は、保護者様に連絡を致します。 

 

連絡欄に記入してもらいたい事項 

 ̧ 持参したもの（例：シーツ持参します） 

 ̧ 保護者の仕事が休み、勤務場所の変更、勤務時間の変更等 

 ̧ 先の休みが分かっている場合 

（例：体調不良の為○日（金）までお休みします。 

仕事休みのため来週の○日（火）まで休みます） 

 ̧ 薬を服用している、気管支拡張テープを背中に貼っている等 

 ̧ 市の健診や予防接種を受け、ルクミーの「健康に関する入力」に入力したとき 

 ̧ ルクミーの「健康に関する入力」に感染症（既往歴・病歴）の入力をしたとき 

                                           【登園・欠席 入力画面】 

体調不良等で欠席する場合 

連絡帳入力画面で欠席にすると、右の画面になります。 

病気・体調不良の場合に連絡欄に記入してもらいたいことは次の通りです。 

ᾖお子さんの症状（熱がどのくらい、嘔吐、下痢、発疹、食欲ない等） 

ᾖ受診するかどうか 

ᾖ受診した結果 

 

※受診後、感染症だった場合は、保育園へ電話でお知らせください。 
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８ 保育園への届け出 

下記の場合、必ず速やかに保育園へ連絡して下さい。 

 ̧ 住所、緊急連絡先が変わったとき 

 ̧ 仕事・勤務地が変わるとき、休職するとき 

 ̧ 家族構成や世帯状況に変更があったとき（産休・育休の場合も含む） 

 ̧ 里帰り・旅行などで保育園を休むとき、１か月を超える長期欠席のとき 

 ̧ 退園するとき 

 

延長保育申込み 

延長保育は、月曜日から金曜日で、仕事で迎えが遅くなる方が対象となります。その他の理由ではお預かりで

きませんので、ご了承ください。土曜日は１８時以降の延長保育はありません。 

延長保育を月額で申し込む場合、提出されている就労証明書の終業時間と通勤時間を合わせて、１８時を超え

る方のみが対象となります。短時間認定の方は月途中で就労が決まった場合のみとなります。 

延長保育対象の家庭には毎月末にルクミーアンケートで延長申込を配信します。 

残業等で遅くなる場合は、日額になります。 

 

土曜保育申込み 

希望者は毎月、前月末に土曜保育臨時申込書を提出して下さい。 

提出されている就労証明書に土曜出勤の証明がされていない場合、土曜保育はお引き受けできません。また、

保護者の勤務がシフト制の場合、土曜保育申込書と一緒にシフト表（コピー）を提出して頂きます。 

申し込み締切りは、原則として利用週の木曜日までとなります。（緊急の場合はご相談ください） 

土曜日は、職員が交代で勤務をしています。時間に関わらず勤務終了後はお迎えをお願いします。 

わたげ組・かぜ組・つち組のお子さんは、土曜保育を利用される場合、週休２日になるように平日１日を休ませ

てあげて下さい。 

 

軽食申込 

迎えの時間が１９時３０分を超える方は軽食の申し込みができます。軽食の申込みは、当日の 16 時までとなり

ます。０歳児クラスの延長保育は１９時迄となり、軽食対応はありません。 

※お盆期間、年末年始等、軽食対応が出来ない期間もありますのでご了承ください。 

 

各申込書・届けについて 

以下の書類は、玄関の書類入れに置いてありますので、必要な方はそこからお取りください。 

 ̧ 登園許可書 

 ̧ 登園届 

 ̧ 土曜保育臨時申込書 

 ̧ 土曜勤務証明書 

 ̧ 軽食申込書 
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緊急連絡の記入例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急連絡先の用紙はお子さんに何かあったとき連絡をとるのに大変重要な連絡用紙となっております。

連絡先で１つでも内容変更ができましたら、速やかに保育園へお知らせください。お申し出が無いかぎり

提出されたままの順でご連絡することになります。 

また、会社の呼び出しで、旧姓でお願いしたいという場合は、余白にその旨記入しておいてください。 

園 

児 

名前 
ふりがな  こまばやし みみ 

           駒林 三美 
血液型 

       ０ 型 

住所 

TEL 

ふじみ野市駒林○-○ 

049-123-4567 
生年月日 

平成・令和  ○年 

     ○月  ○日 

父 名前 
ふりがな こまばやし はじめ 

駒林 一 

勤務 

先名 

駒林株式会社 

商品開発部 

母 名前 
ふりがな こまばやし にこ 

駒林 二子 

勤務 

先名 

駒林病院 

2 階病棟 

緊
急
連
絡
先
（（優
先
順
） 

①  

父会社 ・ 母会社 ・ 父携帯 ・ 母携帯 ・ その他（           ）  

※該当するところに〇等を記入後、その電話番号を下記に記入 

TEL 049-456-7890 

②  

父会社 ・ 母会社 ・ 父携帯 ・ 母携帯 ・ その他（           ）  

※該当するところに〇等を記入後、その電話番号を下記に記入 

TEL 03-7890-1234  ※旧姓（苗間）で呼び出してください 

③  

父会社 ・ 母会社 ・ 父携帯 ・ 母携帯 ・ その他（           ）  

※該当するところに〇等を記入後、その電話番号を下記に記入 

TEL 090-2345-6789 

④  

父会社 ・ 母会社 ・ 父携帯 ・ 母携帯 ・ その他（祖母 駒林 なな ）  

※該当するところに〇等を記入後、その電話番号を下記に記入 

TEL 080-6789-1234 

⑤  

父会社 ・ 母会社 ・ 父携帯 ・ 母携帯 ・ その他（           ）  

※該当するところに〇等を記入後、その電話番号を下記に記入 

TEL 090-8901-2345 

⑥  

父会社 ・ 母会社 ・ 父携帯 ・ 母携帯 ・ その他（   自宅     ）  

※該当するところに〇等を記入後、その電話番号を下記に記入 

TEL 049-234-5678 

健康保険 

資格情報 

① 記号 00012345 

② 番号 ○○ 

③ 保険者番号 ○○○○○○○○ 

④ 保険者名称 

（保険者名） 

○○健康保険協会 

埼玉支部 

こども医療費受給資格証 受給者番号 ○○○○○○○ 

【表】 

【裏】 
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９ 保育料、実費徴収について 

保育料について 

毎月の保育料につきましては、在住している市町へお支払いください。 

 

延長保育料金 ※口座引き落しになります。 

その他実費徴収 ※口座引き落しになります。 

 実費としている項目については、徴収の都度金額の詳細を通知します。 

 

10. 保険に関する事項 

保育園では以下の保険に入っています。保険料は園負担です。 

保険の種類 （独）日本スポーツ振興センター 災害給付 

保険の内容 入所児の災害（負傷、疾病、障害又は死亡）が発生した時に、災害共済給付（医療

費、障害見舞金又は死亡見舞金の給付）を行う、本来は国・施設の設置者・保護者

の三者の負担による互助共済制度ですが、掛金は当園で負担しています。 

医療費５，０００円以上が対象となります。 

 

保険の種類 全国私立保育園連盟 ほいくのほけん 

保険の内容 園児団体傷害保険、園賠償責任保険。 

医療費５，０００円未満でも請求可能。 

保険料は、全額保育園が負担します。 

項  目 ７時～８時 １６時～１８時 
１８時～２０時（月～金） 

日  額 月  額（前月末迄に申込） 

保育標準時間 ― ― 
１０分につき 

１００円 

18：00～18：30 2,000円 

18：00～19：00 3,000円 

18：00～19：30 4,000円 

18：00～20：00 5,000円 

保育短時間 １０分につき１００円 
30分 2,000円 

（以後 30分毎に 1,000円増） 

種類 対象 理由 金額 

主 食 費 

副 食 費 

たいよう組、 

こころ組、そら組 

市町に支払う保育料に給食費が含まれて

いないため 
６，０００円／月 

軽 食 費 希望者 
迎えの時間が１９時３０分を超える方は

軽食の申込み可※ 
２５０円／１食 

保育士体験 

保護者給食費 

たいよう・こころ 

そら組の希望者 

たいよう・こころ・そら組の保育士体験時

に保護者が給食を希望する場合 
２５０円 

卒園アルバム代 そら組 
卒園アルバム作成用のアルバム台紙代金

写真代は園負担 
実費 1,５00円程度 

ふとん洗濯代 全園児 
貸出ししている敷布団を洗濯業者に 

依頼するため（年度末） 
実費 1,４00円程度 

散歩用帽子代 全園児 
入園時に購入 

園外に出る時に使用 
実費 １，０２１円程度 
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季節の野菜やくだもの類、海藻、小魚などの食材を使い、鉄やカルシウム、ビタミンを十分に摂取できるように

しています。野菜の栽培・収穫や食育活動等を通して食への関心を高めています。 

安定感とぬくもりのある陶器の食器を使っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʖ 病児保育ではないため、離乳食以外で、おかゆを提供することは出来ません。 

 
乳児のミルク 

乳児の粉ミルクは園で用意いたします。（森永はぐくみ、森永チルミル） 

アレルギー等で粉ミルクの指定がある場合は用意して頂く場合があります。 

冷凍母乳の対応は出来ますが、生後６か月までの方が対象となります。 

哺乳瓶と乳首は、持参していただき、園ではミルトンで殺菌消毒し、殺菌庫にて保管しています。 

 

離乳食 

自宅で食べたことがあるものを保育園で提供していくために、少し遅らせて離乳食を進めています。離乳食は 

ご家庭と連携をとり、月齢に応じ個別に準備します。 

 

給食アプリ「ＫＩＤＳ ＭＥＡＬ」について 

給食の展示方法は、タブレット画像による展示（幼児食）となります。 

アプリでは幼児食と離乳食の２パターンの画像や過去の給食も見ることが出来ます。 

その他にも、身長体重を入力して成長曲線の記録が出来、食に関する記事やレシピ（園のレシピではありませ

んが）を見ることが出来ます。 

※ ご案内は別紙参照。                 

 

調理、調乳担当者の細菌検査について 

毎月１回調理員・調乳担当者（他職員は 3 ヶ月に 1 度）がＯ-157、O-26、O-111、O-128、サルモネラ、チフ

ス、パラチフス A、赤痢菌の「腸内細菌検査」を受けています。 

 

 

 

 

食事の区分 １～２歳児 ３～５歳児 

１日に必要な栄養 ９００～１０００kcal 1250～1300kcal 

朝食 ２０～２５％ ２０～３０％ 

昼食 ３０％ ３０％ 

夕食 ２０～３０％ ３０％ 

間食 １５～２０％ １０～１５％ 

備考 当園では、昼食、間食で 

４０％を提供しています。 

当園では、昼食、間食で 

４０％を提供しています。 

哺乳瓶の保管庫 
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食物アレルギーについての対応 

 

食物アレルギーのあるお子さんには、医師の診断を受けていただき、『アレルギー疾患生活管理指導表』の提出後、

除去食の対応をしています。アレルゲンの種類や症状によって対応できない場合もあり、お弁当を持参して頂くこと

もあります。ご了承ください。 

 

定期的な医師の診断 

保護者の方の独自の判断で食物除去をしないように定期的に医師の診断（年に１～２回）を受け、その指示に

従って完全除去食を行っています。そのため、医師と保護者の話し合いでアレルゲンの食材を試していく場合

は、その都度、保育園の連絡帳でお知らせください。 

 

保育園と保護者との連携 

ご家庭と保育園の取組みを統一するためにも、お子さんの健康状態、献立、調理方法等について、必要に応じて保

護者の方々と話し合いを持ちます。 

卵・牛乳・大豆は、３大アレルゲンとしてもよく知られていて除去するケースも多いのですが、そば・ピーナッツのよう

にたまにしか使わない食品であっても、食べてしまうと激しいショック症状を起こしやすいものもあり、保護者様や

家庭との連携を密に取り合う事は大変に重要です。 

また、食育の一環で子ども達が調理に携わる行事がある際は、保護者様に相談し、対応していきます。 

 

アレルギー除去食の提供の仕方 

保育園でアレルギー除去食を提供する際は、専用のトレーに載せ、その上に名前カードをつけ、他のお子

さんの食材が混ざらないよう配慮しています。 

 

アレルギー症状が出たとき 

集団保育の中では、万が一誤飲誤食の場合も考えられるため、症状が出た場合の対処方法は、必ず保育園に

知らせておいて下さい。なお、症状が出た時に投薬が必要な場合は、園の薬連絡票を記入のうえ、薬を持参し

てください。投薬後はお迎えをお願いしますのでご了承ください。 

 

除去食の申請について  

 

『アレルギー疾患生活管理指導表』の提出 

主治医が記入したものを保育園へ提出して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

除去食の解除について  

 

「アレルギー除去食解除届書」の提出 

医師の診断のもと保護者が記入して提出。除去食を

解除する場合は、医師の診断のもと、ご家庭でその食

品を食べていただき、アレルギーを誘発しないことが

確認されてからとなります。 
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＊＊入園にあたって＊＊ 

 

 

 

 

ͪβ β∆  

保育園は、同年代の子ども達が長時間一緒に生活しているので、病気に感染する機会が多くなります。抵抗力

も不十分なので病気にかかりやすいのですが、同時に病気を乗り越えるたびに自分の体を守る免疫を獲得し

ています。０歳児の健康状態については特に細かい配慮が必要になってきます。 

 

１．子どもの健康管理について 

① 朝、お子さんの体調を必ず確認し、いつもと様子が違う場合は休ませてください。 

② 体温が３７．５度を超えた時は、お迎えをお願いします。 

熱は無くても嘔吐下痢の回数が多い場合や体調不良の時はお迎えの連絡をします。 

③ 朝の朝食（ミルク）、おむつ交換をすませてから登園するようにしてください。 

④ 持病、病歴等は必ず前もってお話下さい。（脱臼・ぜんそく・アレルギー・ヘルニア・心臓病・ひきつけ等） 

⑤ 病気で長期欠席する場合は病状等を連絡してください。 

⑥ 湿疹、めやに、やけどの症状がある場合は感染症等も心配されますので、必ず病院に行き保育園での生

活が問題ないかを確認してください。感染症の場合、登園はできません。 

⑦ 予防接種をした当日の保育はできませんので、ご協力ください。 

 

２．登園時の注意点 

前日に熱があった・吐いた・家庭でけがをしたなど、健康上変わったことがあった場合は、登園時に必ずお伝え

ください。受診した場合は、病名・病状もあわせてお知らせください。保育中のお子さんの様子を看るうえで、

とても大切な視点になります。 

 

３．病院へ受診するとき 

医師に「保育園に通っている」ことを話し、下記のことを必ず確かめてください。 

ü 保育園に登園が可能かどうか 

ü 人にうつる感染症かどうか→感染症の場合、『登園許可書』、『登園届』の提出が必要。 

 

４．与薬について 

本来、園で薬を飲ませることは法律違反となります。薬は朝晩２回で処方して頂き、自宅で与薬して下さい。 

医師の診断で 1日 3回の薬の処方しかできない場合で、やむを得ず保育園で与薬が必要な時は、『薬連絡票』、

『処方箋』の提出が必要です。事前に必ず事務所にご相談いただき、事務所で許可が出た方のみ『薬連絡票』を

お渡しします。 

 

園の許可のもと薬を持参される場合、下記のものを１つの袋（記名）にまとめ、担任に手渡しして下さい。 

 ̧ 医療機関から処方された薬で、必ず１回分ずつ持たせ、名前を記入。 

 ̧ シロップなどは別の容器に１回分を移す。処方された期日を過ぎたものは与薬できません。 

 ̧ 飲み薬は食後服用の薬のみ対応できます。食前の薬は対応できません。 

 ̧ 処方箋は必ず毎日提出してください。提出がない場合、投与はできません。 

 ̧ ジップロックなど口が閉まるビニールの袋に薬連絡票、処方箋、薬を入れてお持ちください。 

 ̧ 次の日も薬の投与が必要な場合は、「薬連絡票をください」と連絡帳に記入してください。お申し出がな

い場合は『薬連絡票』はお渡し出来ません。 
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＊＊入園にあたって＊＊ 

 

 

 

 

『登園許可書』…医師が記入。 

登園時（朝）に提出が無い場合は保育園での保育はできません。自宅に置いてきてしまった場合はお子さんと

一緒に自宅へ取りに帰っていただきます。感染症の蔓延を防ぐため、ご理解、ご協力をお願いします。 

感染症名 登園の目安 

インフルエンザ 発症した後５日を経過し、かつ、解熱した後３日を経過するまで 

新型コロナウィルス 発症した後５日を経過し、かつ症状が軽快した後１日を経過するまで 

百日咳 
特有の咳が消失するまで又は、５日間の適正な抗菌性物質製剤による治療が

終了するまで 

麻しん（はしか） 解熱後３日を経過するまで 

風しん（三日ばしか） 発しんが消失するまで 

水痘 

（みずぼうそう） 
全ての発しんが痂皮化するまで 

流行性耳下腺炎 

（おたふくかぜ） 

耳下腺、顎下腺又は舌下腺の腫脹が発現した後５日を経過し、 

かつ、全身状態が良好になるまで 

咽頭結膜熱（プール熱） 

(アデノウイルス) 
主な症状が消失した後２日経過するまで 

結核 病状により医師において感染のおそれがないと認めるまで 

流行性角結膜炎 

（はやり目） 
感染力が非常に強い為結膜炎の症状が消失してから 

腸管出血性大腸菌感染症 

（Ｏ157・Ｏ26・Ｏ111） 

症状が治まり、かつ、抗菌薬による治療が終了し、４８時間をあけて連続２回の

検便によって、いずれも菌陰性が確認されていること 

急性出血性結膜炎 医師により感染のおそれがないと認められていること 

侵襲性髄膜炎菌感染症 

（髄膜炎菌性髄膜炎） 
医師により感染のおそれがないと認められていること 

『登園届』…医師の診断に従い、保護者が記入するもの。 

感染症名 登園の目安 

溶連菌感染症 抗菌薬内服後、24時間経過し、発熱、発疹の症状が回復するまで 

マイコプラズマ肺炎 発熱や激しい咳が治まっていること 

細気管支炎 

RS ｳｨﾙｽ感染症 

ﾋﾄﾒﾀﾆｭｰﾓｳｨﾙｽ感染症 

解熱し、呼吸器症状が消失し、全身状態が良いこと 

手足口病 発熱や口腔内の水疱・潰瘍の影響がなく、普段の食事がとれること 

伝染性紅斑（リンゴ病） 全身状態が良いこと 

感染性胃腸炎 

（ノロ･ロタ･ｱﾃﾞﾉｳｨﾙｽ等） 
嘔吐、下痢等の症状が治まり、普段の食事がとれること 

ヘルパンギーナ 発熱や口腔内の水疱・潰瘍の影響がなく、普段の食事がとれること 

帯状疱疹 すべての発しんが痂疲(かひ)（かさぶた）化していること 

突発性発しん 解熱し機嫌が良く、全身状態が良いこと 

伝染性膿痂疹（とびひ） 発しんが乾燥しているか、浸潤部分を覆ってあること 

アタマジラミ 駆除を開始していること 
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＊＊入園にあたって＊＊ 

 

 

 

 

５．子どものマスク着用について（たいよう・こころ・そら組対象） 

 ̧ 状況によっては、園児のマスク着用は可能（名前記入）ですが、下記のことをご了承いただき使用して下

さい。 

 ̧ 咳がひどい場合は必ず医師の診断を受けて下さい。あまりに症状がひどい場合は、マスクで対応するの

ではなく、登園を控えて下さい。 

 ̧ マスクは、保育士が管理することができませんので、子どもが自分で管理できなければ使用はご遠慮くだ

さい。 

 ̧ マスクの紛失、つけ間違い等には対応できません。 

 ̧ また、子どもが付けたがらず、マスクをはずしてしまった場合も子ども本人の意思に任せます。 

 

 

６．市の健診について 

市の健診の受診日が決まりましたら連絡帳でお知らせください。受診後は、その結果を連絡帳で担任へ伝えて

ください。 

 

７．予防接種 

保育園など集団生活ではお互いに接触する機会が多いため、感染症のお子さんが出ると流行しやすいです。

予防接種の接種年齢に達しないお子さんや妊婦の方もいらっしゃるので、受けられる年齢（月齢）に達しました

ら、保健所やかかりつけの医師に相談して受けましょう。かかって良い病気は無いそうです。合併症も怖いの

で、防げるもの（症状が軽減できる）は防いであげましょう。 

予防接種を受けたら、連絡帳でお知らせください。 

 

 

８．乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）から赤ちゃんを守るために 

 

保育園で気をつけていること 

 ̧ 保育園では子ども達の寝る体制をあお向けにしています。ご家庭でもあお向けに直して頂くよう、お願い

します。 

 ̧ 保育士が見守り、乳幼児の様子を定期的に観察します。 

わたげ組は午睡チェックセンサーを導入し、５分毎に午睡中の子どもの体動＆体の向きをチェックします。

ボタン型のセンサーが午睡時の園児の体の向きや体動をモニタリングし、体動の停止、うつ伏せ寝を警告

してくれます。そのセンサーのチェックとともに、わたげ組では保育士が１５分につき１回、子ども達の呼

吸、寝ている体勢の確認を行います。 

かぜ組は１０分につき１回、つち組は１５分につき１回、たいよう組～そら組は保育士が３０分につき１回、

体の向きと呼吸確認をします。 

 ̧ 敷き布団は、固くて通気性の良いものを使用しています。枕は使いません。 

 ̧ 定期的に行われる健康診断で、お子さんの発達のようすを把握します。 
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９．おもらしの対応について 

ƽǵǼǊǷƽǊǖǆǡִי ǿ ǚ┤  Ƞºȭ  ÈȨȓɔȚȬȱÉ ƿ ǿǙǊǱǖǒ Ǣ ּז Ʒ

Ǣ ȂǍ ǐǡǱǱȼȴºɔ Ǟ ǿǙ ǊǙ ǔ ǽǱǌ¡ɓɎȬȘǡ ǡ ȅ ǊǙ ǀ 

Ǉּק ǚǡ ȅƽ Ʒ ǊǱǌ¡ 

 

１０．下痢、嘔吐後の衣服等の対応について 

ǆǜǵּק ǡÖ ╔ ǞƽǄǾ ȕȍȲɒȍɜÈ Ū Ū ╗ É×Ǟ ǋ   ƽǵ

ǼǊ ּז   ♪ǡ Ǌǒ┤ ǷɓɎȬȘ   ǨǛȆ Ǣ Ⱨ ǚǡ ȅ ǃǒǴ  ǽ ǄǾ

ǵǡȅ ǽ Ʒǒ זּ  Ʒ Ǣ ȂǍ ǐǡǱǱȼȴºɔ Ǟ ǿǙ ǊǙ ɄºɔִיǡȯɒȢǞ

ƷǙƵǾŷƄƍǞ ǿǱǌ¡ƽ ƻ ǞǐǡŷƄƍǡ ƾǼ ǽ ǊǙƷǒǓǀ ƽ ǔ ǽּזǈƷ¡Ǳ

ǒ ǡƽ ǈȆǡ┤ Ǟ ƿ Ǌǒ   ǊǙƷǝƷƽ ǈȆǡּק Ǟ ȅ ǔ ȆǚǊ

Ǳƹּס ƿƵǾǡǚ  Ǌǒƽ ǈȆǡǇּק Ǟ ǔ ǖǙƷǒǓǀ  ǊǙƷǒǓǂǆǛǵƵǽ

ǱǌǡǚǇ  ¡ǈƷזּ

 

ƽּקǚǡ ǡ ÃǇּק ǡ Ǟ ȂǎǙ ǡ ȅ ǦǱǊǺƹ¡ 

ü ꜞ ǡ ♪ȅ ǿǒȹȚȭǝǜǞ ǡǗƷǒ ȅ ǿ  Ǆ ǀǌǾ¡ 

ü ǀǝȹȚȭ ǒǼƷǚ ǡǗƷǒ ȅŭŪ ∙ ǡ Ǟ ǿǙǐǡǱǱŧ ∙ ǌǾ¡  

ü ȼȴºɔ Ǟ ǿǒǱǱ ǌǾ¡ 

 

ǊǝƷǒǴǞǵ Ʒ Ǚ  ɇȢȘȅ ǊǙ ȅǊǱǊǺƹ¡ 

ƿ ȂǖǒǼǊǖƾǽ ƷȅǊǱǊǺƹ¡ 

 

【参考】ふじみ野市「ノロウイルス感染症の予防」 

https://www.city.fujimino.saitama.jp/soshikiichiran/hokencenter 

/kenkosuishingakari/an_infection_disease/921.html 

 

 

１１．使用済みオムツの処理について 

使用済みオムツの処理は園で行います。ただし、白っぽい、血が混じっている等の異常が見られる便について

は、病院受診の際に必要となる場合がありますので、持ち帰りになることもあります。 

 

１２．ハセッパー噴霧器について 

ハセッパー水は弱酸性次亜塩素酸水溶液で、食品添加物に指定されているものです。 

噴霧器だけでなく、スプレーに入れて机の消毒に使用しています。脱臭・殺菌の効果があります。 
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＊＊入園にあたって＊＊ 

 

 

 

 

ご意見・ご要望について 

 

保育園のことで気づいたことなどは、ご遠慮なくお伝えいただきたいと思っています。しかし、中には、「子ど

もを預けているから意見や要望を保育園に直接言えない」という方もいらっしゃるのではないかと思います。 

保育のことについてのお悩みや、ご意見、ご要望は、電話や送迎時に保育士と直接お話しされて、その旨を明

確にお伝えくださいますようお願い申し上げます。保育という仕事は、人間が人間を育てるという生業であり、

機械の導入や省力化を図ることができず、極めて労働生産性の悪い業務だといえます。つまり、人と人との関

係だけに職員の不手際や対応が悪いと感情的になられたり、不愉快に思われたりする方もいらっしゃると思

います。子どもを育てることは、両者が遠慮なく話し合えることがとても重要だと思っています。 

私どもは、可能なかぎり保護者の皆様のご要望にお応えしたく最大の努力をはらっていくつもりです。 なお、

当園ではこのようなご意見をいただくとき従来どおり職員誰でもご意見を賜りますが、一応、担当者と責任者

をそれぞれ設けましたので、下記の通りお知らせ致します。 

 

ご意見・ご要望の受付担当者 ・ ・ ・ ・ ・ 各クラス担任・園長 

ご意 見 ・ ご要 望 の責 任 者・ ・ ・ ・ ・ 園 長  

※当園では園内に要望・苦情等に係る投函箱を設置しています。 

 

 

”苦情・不満・意見・要望を解決するための仕組みの導入” 

－利用者と保育園のコミュニケーションの活性化を目指して－ 

 

個人の尊重と自立支援を柱とした、社会福祉の在り方を見直すための改革が進められ、平成１２年６月に「社会

福祉法」が成立しました。  たんぽぽ保育園でもこのような法改正の趣旨に沿って、利用者と保育園のコミュニ

ケーションの活性化を目指して、「苦情・不満・意見・要望（以下「苦情等」とする）を解決するための規程」を設け、

利用者皆様の苦情等に的確に応え、よりよい保育園づくりを進めて参りたいと考えております。お気づきのこ

とがあれば、どんな小さなことでも結構ですので、積極的に保育園に対してご要望下さるようお願いいたしま

す。なお、仕組みは次の通りです。 

目的 

 １，苦情等への適切な対応により、利用者の理解と満足感を高めることを目的とします。 

 ２，利用者個人の権利を擁護すると共に、利用者が保育サービスを適切に利用することができるよう支援す

る事を目的とします。 

 ３，納得がいかない件について、一定のルールに沿った方法で円滑・円満な解決に努めることを目的とします。 

解決の体制 

 １，解決のための園内体制について 

保育園に関する苦情等を解決するため、たんぽぽ保育園では園長をその責任者とし、主任保育士を受付担

当職員と決めました。保育園に関する苦情等は担当職員へ、お申し出下さい。 

 

（１）解決責任者  園長  大野 伸治 

（２）受付担当者  主任  大野 安代 
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２，解決のための第三者委員について 

直接保育園に言い難いことや、何度言っても解決しないようなことを解決するため、第三者委員として次

の２名の方に依頼しました。第三者委員へ直接、苦情等を申し出られることができます。 

（１）第三者委員  岩﨑 惠美子 氏 （監事） 

 （２）第三者委員  横山 頼子   氏 （監事）  

申 出 

 １，苦情等は所定の用紙（別紙様式①）を使用し、直接保育園の受付担当者に申し出て下さい。 

 ２，解決責任者である園長へ直接申し出ることもできます。 

 ３，保育園でお願いしている第三者委員へ直接申し出ることもできます。 

解決の記録と報告 

 受け付けた苦情等は、受付担当者から解決責任者である園長、関係職員へ回覧し、円滑・円満な解決に努め

ます。 申し出の方の希望により第三者委員へ報告をいたします。 

解決の通知 

 受け付けた苦情等は、解決責任者より所定の用紙により、改善されたものの通知書（別紙様式②）、調査を実

施したことの報告書（別紙様式③）または調査を行わない旨の通知書（別紙様式④）もって申出人へ通知します。 

解決の公表 

  個人情報に関するものや申込者が拒否した場合を除いて、苦情等の解決について、毎年度終了後に事業報

告やホームページにおいて公表し保育園の改善に務めます。 

この解決の仕組みは、平成１７年４月１日から実施しています。 

 

 

個人情報保護に関する方針（プライバシーポリシー） 

社会福祉法人たんぽぽ会（以下、「本会」という。）は、以下の方針に基づき、個人情報の保護に努めます。 

１ 本会は、個人の人格尊重の理念のもとに、関係法令等（別表１等）を遵守し、実施するあらゆる事業において、

個人情報を慎重に取り扱います。 

２ 本会は、個人情報を適法かつ適正な方法で取得します。 

３ 本会は、個人情報の利用目的をできる限り特定するとともに、その利用目的の範囲でのみ個人情報を利用

します。 

４ 本会は、あらかじめ明示した範囲及び法令等の規定に基づく場合（別表２）を除いて、個人情報を事前に本

人の同意を得ることなく外部に提供しません。 

５ 本会は、個人情報を正確な状態に保つとともに、漏えい、滅失、き損などを防止するため、適切な措置を講

じます。  

６ 本会は、本人が自己の個人情報について、開示・訂正・追加・削除・利用停止を求める権利を有していること

を確認し、これらの申出があった場合には速やかに対応します。 

７ 本会は、個人情報の取扱いに関する苦情があったときは、適切かつ速やかに対応します。 

８ 本会は、個人情報を保護するために適切な管理体制を講じるとともに、役職員の個人情報保護に関する意

識啓発に努めます。 

９ 本会は、この方針を実行するため、個人情報保護規程を定め、これを本会役職員に周知徹底し、確実に実施

します。 

  平成２０年１０月１日制定                              社会福祉法人たんぽぽ会 

                                               理事長 大野 幸代 
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カスタマーハラスメントへの対応に関する方針 

 

■方針作成の背景  

 

私たち、社会福祉法人たんぽぽ会は、保護者及び地域とともに子どもを育成するという想いのもと、地域に密

着した保育事業を実施しています。お陰様で多くの皆様からご愛顧を賜っております。  

しかし残念なことに、ごく僅かですが、改正労働施策総合推進法（通称：パワハラ防止法）に則って考えた際、

ハラスメントと断定されるような言動をとる保護者の存在が全国的な問題となっています。 私たちも、みなさ

まと同じ感情を持つ「人」です。心ない誹謗中傷を受けることで、職員が心身の体調を崩してしまうこともあり

ます。 その点をご考慮いただくためにも、当法人としてカスタマーハラスメントの定義と我々の考えを公表さ

せていただくことにしました。 

 

 

■方針公表によって目指したい子ども達の未来 

 

子ども達を育てていくためには、私たちの力だけではなく、保護者の皆様、地域社会の皆様との良好な信頼関

係のもと、共に手を取り合って子ども達を育んでいくことが最も重要です。 私たちがこの方針を作成し、公表

させていただいたのは、カスタマーハラスメントに対しての対策のみを目的としたものではありません。 子ど

も達、保護者の皆様、地域社会の皆様との信頼関係を築き、気持ち良いコミュニケーションを通して、子ども達

への保育、教育の質を高めることを目的としています。方針の公表により、当法人の職員が、カスタマーハラス

メントへの対応に悩まされることなく、子ども達と向き合うことに専念できるようになることで、保育、教育の

質をさらに向上させることができると考えております。 今後も、当法人一同、保護者の皆様、地域社会の皆様

と連携しながら、子ども達に品質の高い保育、教育を実施していくため、尽力して参ります。 

 

 

■当法人が考えるカスタマーハラスメントとは  

改正労働施策総合推進法（通称：パワハラ防止法）が定義するハラスメントの定義を参考に、以下のような内容

を想定しています。  

身体的な攻撃  職員に向かって物を投げたり、突き飛ばしたりする 

精神的な攻撃  人格を否定するような言動 

侮辱的な言動  長時間にわたり必要以上に何度も同じ内容で激しく叱責する 

他者の面前で大きな声で威圧的な叱責を繰り返す  

事実ではない事柄や、事実かどうか不明な内容を口コミやＳＮＳなどで拡散する 

過大な要求  当法人が提供できない保育、教育の提供を強いる 

個 の 侵 害  職員のプライベート情報（住所、学歴、家族構成など）を聞き出そうとする 

職員をプライベートに誘う 

上記はあくまで一例ですが、このような事象がみられた場合、当法人として充分な保育、教育の提供が困難と

なりますので、場合によっては、市の保育課と協議のうえ、退園をお願いする場合があります。 
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■カスタマーハラスメント発生時の当法人の対応  

当法人では、ハラスメントとみられるような事象が発生した場合に備えて、その事象がハラスメントにあたる

かどうかを判断するための窓口を設置し、ハラスメントに適正かつ迅速に対応をするため、外部機関（当法人

顧問弁護士、警察等）との連携を強めています。 その上で、実際ハラスメントが発生した場合には、外部機関

からの協力を仰ぎながら、毅然とした態度で対応します。 

 

 

■カスタマーハラスメント防止を強化するための当法人の対応  

教育を強化するための施策を実施    職員研修を実施する 

ハラスメント事案を通じて、実際の対応やその経過を園内で共有し、

ノウハウ蓄積に向けて情報の保存を強化する 

情報を精査し、速やかに市の保育課に相談できる体制を構築 

 

■最後に  

子ども達の健全な発育のためには、保護者の皆様のご協力が不可欠です。 

当法人では、子ども達１人１人にあわせたきめ細やかな保育を心掛けています。保護者の皆様におかれ

ましては、温かく子ども達を見守り頂くと同時に、当法人での保育内容のフィードバック等にもご協力を

頂けますと幸いです。そして、何よりお子様が、安心して登園できるよう、保護者の皆様と当法人だけで

なく、保護者の皆様同士での良好な関係性の構築にもご協力を頂けますよう、あわせてお願い申し上げ

ます。 
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